
理工系分野にチャレンジ！「中高生×富山で働く女性」
交流促進事業 【富山県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 2,076 千円

交付金額 1,038 千円

事業番号 ②

本県の年齢別社会動態の特徴は、若者世代（15～34歳）の転
出超過となっており、特に、20～24歳の女性の転出超過（
△774人（R3））が顕著となっていることが課題となっている。

項目 目標 実績

20～24歳の女性の転出超

過人数

△774人(R3)

より減少

調査中

交流会、バスツアー参加者数 90名 51名

企業見学バスツアーや富山で働く女性との交流会を開催し、
身近なロールモデルとの交流を通して進学・就学前に自身の
ライフプランや将来のキャリアについて考える機会を提供する
ことで、職業生活におけるキャリア形成について早い段階か
らの意識付けを図り、県内就職の視野を持っていただく。

参加生徒の募集にあたっては、市町村をはじめ教育委員
会や、校長会、マスコミ等と連携し、幅広く周知した。

参加した中高生へのアンケートでは、96%が「本交流会が将来の
キャリアを意識するきっかけになった」と回答があった。

また、参加した中高生からは、「将来は県外で働こうと思っていた
けれど、富山にもたくさんの企業があり、キラキラ輝いている姿を
見て、富山県で働くのも良いのかなと思った。」や「富山県にいても
挑戦できることはたくさんあると気づいた。」などの意見があり、理
工系分野に対する興味を深めることや、県内での就職、起業を視
野に入れていただくことに寄与した。

参加した中高生へのアンケート結果からは、バスツアーや交流会
の参加満足度は高いことがわかっている。

今後は、より多くの県内の若者に県内企業の魅力を伝え、県内
就職を視野に持っていただくための効果的な方法・事業内容を検
討していく。



事業の概要

進学や就職前の中高生が自身のキャリアプラン等を考えるにあたり、理工系分野等での県内就職を選択肢の１

つとしてもらうため、企業見学バスツアーや、富山で働く女性との交流会等を開催

【生徒募集型】
①理工系分野にチャレンジ！企業見学バスツアー
日時：令和7年8月6日（水）13時～17時
場所：富山大学工学部、立山科学グループ
参加者数：県内中高生14名参加
内容：県内大学の理工系学部や、県内理工系企業をバスツアーで

見学するとともに、大学生・社員と中高生との交流会を実施

②富山で働く多様な女性との交流会
日時：令和7年8月8日（金）13時30分～16時30分
場所：TOYAMAキラリ ファーストバンクキラリホール９階
参加者数：県内中高生20名参加
内容：多様な業種で働く富山の女性と中高生との交流会を実施
    
③女性起業家との交流会
日時：令和7年12月23日（火）14時～17時
場所：富山県創業支援センター（SCOP TOYAMA）
参加者数：県内中高生17名参加
内容：県内で起業した女性起業家と中高生との交流会を実施

【学校オーダーメイド型】
県内高校6校と連携し、探究的な学習やキャリア教育において、女性活躍等を
テーマとした出前講座や研究指導を実施
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